
【日 時】 5月20日(土)  14:00～16:00

【話 題】 ポストコロナにおけるプラスチックの使命と役割
～プラスチックとの共生～

【話題提供者】

宇山 浩 氏
大阪大学大学院工学研究科 教授
専門分野：高分子材料化学。特にバイオマスプラスチック・

海洋生分解性プラスチックに関する研究に注力。

学 歴 ：京都大学工学部卒業（1985年）

京都大学大学院工学研究科博士前期課程修了（1987年）
博士（工学）（1991年、東北大学）

職 歴： 花王株式会社研究員（1987年）、東北大学工学部助手（1988年）、
京都大学大学院工学研究科助手（1997年）・助教授（2000年）を
経て、2004年から現職

【会 場】 「社団」テラプロジェクト Ａゾーン

【会 費】 会場参加 1,500円（お茶代と資料代）
リモート参加 1,000円(資料代）

【定 員】 40名

【申し込み・お問い合わせ】
智の木協会事務局
電 話：０６－６３６１－９５２０
E-mail： chinoki@chinoki.jp

宇山 浩 氏

「第12回智の泉談話会」のご案内

♬ 講演要旨 ♬

プラスチックは安価、軽量、自在な成形性といった特性で我々の日々の生活を豊かにしてきました
が、自然環境中で分解されにくいため、海洋汚染を含む、様々な環境問題を引き起こしています。
そのため、プラスチックリサイクルの推進が世界的に求められていますが、安全・安心に食品を提
供できるプラスチックの役割も再認識されています。このように便利で日常生活に欠かすことので
きないプラスチックとどのように共生し、プラスチックごみのない海を取り戻すために我々は今後、
何をすべきか。プラスチックに突き付けられた課題をお話します
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